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AbstractThis

　study 最〕cuses 　Dn 　the　employee 　communication 　in

agovernment 　o缶 ce ．　Existing　research 　findings　indicate

that　 communication 　is　 closely 　 related 　 to　 work 　 style ・

Through 　the　 analysis 　 of 　communication 　in　decision’

making ，　a　guideline 　shoWing 　the 　relationship 　between

enVironment 　and 　behavior　of 　indiViduals　in　of 負ce

building　is　sought 　for　the 　planning 　a〔1d 　design　of 　future

of 丘ce 　buildings．

1．研究 の背 景 と 目的

　公共施設 は 昨今 の 財政難に よ っ て、自治体 は公 共 施 設

を今 ま で の ように 、建築物 の 更 新 を繰 り返 す こ と は難 し

い 状況 に あ る。こ うし た動向 に 対 して 、ワーク ス タ イ ル

特性 か らオ フ ィ ス 計画 を見 直す研究が な され て い る。

　既存研究で は コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン が ワ
ーク ス タ イ ル の

指向性 を決定づ け る 要 因 で あ る こ とを 示 し て い る が、コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 発 生 要 因 に つ い て は 十 分 な研 究が さ

れ て い る とは 言 え な い 。そ の た め 本研 究 で は 、行 政 機 関

を対 象 と し て ド ラ マ に お け る 職 員 の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

を観察調 査 す る こ とで 、行政機関で の コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ

ン の 実態を把握 し、意 思決 定 に お け る ワ
ー

ク プ レ
ー

ス 設

定 の 要 因 を分析する。そ して 、
コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン の 発

生 に影 響 を与 え る要因を明らか に し、今後 の ワーク プ レ

ース 研 究 の 基 礎 とす る こ とを 目的 とす る。

2．調査対象およ び 方 法

　 本研究で は、ア メ リカ 政府 の 行政機 関で あ る ウエ ス ト

ウ ィ ン グを舞台 に 、職 員 の 活 動 を 描 い た ドラ マ 「The

West　Wing」 を用 い て 、行政 機 関 に お け る職員 の コ ミ ュ ニ

ケーシ ョ ン 活動 の 実態 を調 査す る。

　 媒 体 中 か ら建築的 な環境 を 読 み解 く手 法 は、文学作 品

に お い て 、記 述 か ら建築的要素 を抽 出 す る方法があ る。

ま た 、映 像 と建築計画 の 関係性 を考 察 す る試 み と し て は、

場 面 にお け る 空 間要 素の 抽出を行 っ た研究が あ る 。

　 本研 究で は 既存研究 を踏ま え、執務空間におけ る コ ミ

ュ ニ ケー
シ ョ ン の 場面を抽出 し、主軸 とな る話題別 に 分

類 し、ワークプ レ
ー

ス に 対する要求 因子 を分 析 し、コ ミ

ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 発 生要 因 を考察する。

3．調査結果

　 図 1 は ドラマ 「The　West　Wing」 に お け る ウエ ス トウィ

ン グの 平面図を示 して い る 。 政治 の 中心 とな る の は 大 統

領が 政 務活 動を行 うオーバ ル オ フ ィ ス （図 1一  ）で あ る。

　し か し、空 間構成で は ホー
ル （図 1一  ）とル

ーズ ベ ル ト

ル ーム （図 1一  ）が ウエ ス トウ ィ ン グの 中心 とな っ て お り、

政策ブル ペ ン （図 1一  ）の 中央通路や ル
ーズ ベ ル トル

ー
ム

を 囲む 廊 下 は ス タ ッ フ の 業務動線 となっ て い る 。

　ス タ ッ フ が 日常業務 を 行 う場所 と し て 政策 ブ ル ペ ン と

広報 ブル ペ ン が あ る 。 図 2、図 3、図 4 に 政策 ブル ペ ン で

の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 事例 を示 す 。

　図 2 は 廊下 か ら入 り、政策 ブ ル ペ ン 内 を移 動 し なが ら

業務 を行 う様 子 を 示 して い る。図 3 は 政 策 ブ ル ペ ン の 中

央通路で 立 ち止 ま り 、
パ ーテ ィ シ ョ ン を挟ん で 会 話 を し

た後 、移動を し な が ら会 話 を して い る様 子 を示 し て い る。

図 4 は 廊 下 か ら 入 り、政策 ブル ペ ン の 中央 廊 下 で 立 ち止

ま り、中 央 廊 下 で 新 た な コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン が 発 生 して

い る 様 子 を示 して い る。図 2、図 3、図 4 に 示 す よ うに、

政策 ブ ル ペ ン に お い て 、登 場 人 物 が 会話 を行 っ て い る様

子 が 監察 され た。政 策ブル ペ ン で の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

を会話内容 で 見 る と、「要 請」 「情報交換 i 「雑談 亅 が行 わ

れ て い た。中で も特 に 「情報 交 換 」 が 多 く、対 話 に よ る

業 務 活 動 が 見 られ た 。

　 これ らの こ とか ら、政策ブ ル ペ ン は 業務 以 外 に コ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン を行 う場所 と して 機能 して い る とい え る。

　 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン が 生 まれ る 要因 と して 、外 的な影 響

因子 と内的 な影響因 子 が 考 え られ る。外 的 な 影 響 因 子 と

し て は 、空 間 の 内外 を 隔 て る 建 具やパ ー
テ ィ シ ョ ン に よ

る緩やか に 連続 し た 空 間構 成 に よ っ て 、業務領域の 混 在

とパ ー
ソ ナ ル 空 間の 流 動化 が 生 じて い る と思われ る。

図 1，「The　veest　Winglに おけ るウ エ ス トウ ィ ン グ平 面 図
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表 1．　 コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン の 発 生要 因

政 策ブ ル ペ ン ル ーズ ベ ル トル ーム 副主席補佐官室

用 途 事務、逓行 盒■，応蚶 事務 、応対

空 間の 分節
ガラス の パーティショ

ン で視覚的に分 節
なし

梱人デスクによ っ て公 私
を分 賄
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ワ
ー

カ
ー

闇 の 交流 を

生み 出 す 要素

通路
移 動 ．立 ち席

聖 聞 をつな げ る

【パ
ー

テ ィシ ョン 】
達る、結ぶ
ブ
冖
　バ ご 一

招塵入 れ る、開閉
空 聞を拡 げる

【テ
ー

ブ ル 】
人を集める．繋げる　馬，一
コ
、＿

【建則
空間 を閉 じる・開く

人閏幽係を示す
【照明】
居 所 を知 らせ る

　表 1 に各空 間特性 と、コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン を生 み 出 し

て い る乏 考え られ る装 置 に よ る 発 生 要 素 を ま と め た 。

　 ドラ マ 「The　West　 Wing」 で、職 員 間 の 関係 性 を方 向付

ける物理的要素として 次の 2 っ が考 え られ る。

　第 1 の 要 素は、空間をつ な ぐ 「通 路 」 で あ る、ド ラマ

で は ホール や 廊 下、ブル ペ ン 内の 移動に は コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が伴 っ て い る 。 移動を伴 うこ とで 、静止 して い る

状態 よ りも会話行為 に 向 き合 う姿勢 が砕 けた もの に な り、
心理 的に フ ラ ッ トな関係 に な りや す く、イ ン フ ォ

ー
マ ル

なコ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン が発生 すると考え られ る。

　第 2 の 要素 は 「建 具」 で ある。建具の 閉鎖に よ っ て プ

ライバ シ
ーが確保 され た 空間 は、そ れ を 開 放 す る こ とに

よ っ て 開 か れ た 空 間 に 変わ り、内 部 か ら外 部へ気配を伝

え る と同 時に、　 外部か ら内部 へ 人が 入 りやすい 状況を

生 み 出 し て い る。

　 ドラ マ 「The 　West 　Wing 」 で は 、部屋 に 入 っ て もい い 合

図 と して ル ーズ ベ ル トル
ーム （図 1一  ）や個人 オ フ ィ ス

（図 1一  ）の 建 具を 開放 して い る シ ーン が多 く、内 部 へ

人 が集 ま り、相乗的 に コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン が 活性 化 され

て い く場 面 がみ られ、登 場 人物の 意思 表現手 段 と し て 用

い られ てい た。
4．ま とめ

　情報は 心 理 的 な 要素 が 強 く、人 に よ っ て 受 け 取 り方 が

異な る e 授受す る 人 物 の 関係性 に よ っ て も意味 が 変わ る。
ワ
ー

ク プ レ ー
ス で の 外 的 要 因 が コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン の 発

生 に 影響 を 与 え る 要 因 に つ い て述 べ た が、意思 決 定 プ ロ

セ ス か ら コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 発 住 要 因 をみ る と、情報

の 量 や 質、人 間関係 い っ た 職 員 の 内 的 要 因 も影 響 し て い

る よ うに思 わ れ る。今後 さ ら に、情報 と ワ
ー

ク プ レ
ー

ス

の 関係 につ い て 、ま た どの よ うに ワ
ー

ク プ レ
ー

ス の 計 画

に取 り入 れ る の か とい う展望 を考察 し て い く必 要 が あ る。
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